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審 査 結 果 の 要 旨 
 
ステロイド性大腿骨頭壊死症はステロイド投与後に大腿骨頭が阻血性壊死に陥る難治性疾患
である．股関節機能の著しい障害をきたすため，病態の解明と予防法の確立が望まれている．
家兎を用いた研究で電磁場刺激がステロイド性骨壊死の発生率を低下させることが確認されて
いる．しかし，電磁場刺激後の骨内の血流変化は明らかになっておらず，骨壊死の予防機序は
未だ不明である．本研究の目的は dynamic contrast enhanced MRI（DCE-MRI と略）を用いて，
電磁場刺激後の家兎ステロイド性骨壊死モデルの大腿骨内の血行動態を in vivoで評価すること
とした． 
申請者は，28 週齢以上の雄性日本白色家兎 15 羽に酢酸メチルプレドニゾロン 20mg/kg を殿
筋内に投与しステロイド性骨壊死モデルを作製した．8 羽に対して電磁場刺激を 1 日 10 時間，
ステロイド投与 1 週間前から 2 週間後まで行い電磁場刺激群とした．7 羽を対照群とした．7.04T
の MRI 装置を用いて電磁場刺激前，ステロイド投与前，投与後 1，5，10 および 14 日目に spoiled 
gradient echo 法を用いた T1 強調画像を 40 回連続で撮像した．10 回目の撮像終了後に造影剤を
急速に静脈内投与した．大腿骨の骨壊死好発部位に関心領域を設定し，信号強度を測定した．
測定した信号強度をもとに enhancement ratio（ER と略），initial slope（IS と略），および area under 
the curve（AUC と略）を算出し，統計学的に比較した． 
電磁場刺激群において，電磁場刺激前と刺激 1 週間後の ER，IS および AUC に有意な変化は
なかった．対照群ではステロイド投与後に ER，IS および AUC がいずれも低下したが電磁場刺
激群ではステロイド投与後も有意な低下はなかった．両群間を比較すると，電磁場刺激群の ER
および IS はステロイド投与後 10 日目まで，AUC はステロイド投与後 5 日目まで対照群に比べ
高値であった． 
家兎ステロイド性骨壊死モデルにおいてステロイド投与後早期に大腿骨内の血流が低下して
いることが明らかにされており，ステロイド投与後の血流低下が骨壊死発生に関わっていると
想定される．骨壊死の予防には，ステロイド投与後早期に生じる血流低下を抑制する必要があ
る．電磁場刺激は血管新生促進作用や血管拡張作用を有する．本研究の結果から，電磁場刺激
によりステロイド投与後早期の血流低下が抑制され骨壊死を予防していると考えた．血流低下
の抑制機序として電磁場刺激の血管新生促進作用や血管拡張作用が働いた可能性がある． 
以上が本論文の要旨であるが，電磁場刺激後の家兎ステロイド性骨壊死モデルの血行動態を
in vivo で評価し，電磁場刺激がステロイド投与後早期の骨内の血流低下を抑制していることを
示した点で，医学上価値ある研究と認める． 
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